
試験研究成果普及情報  

［目的及び背景］  
 殺虫剤散布回数・量を削減し、シンクイムシ類、ハマキムシ類に対する防除持続期間の延長 
を図るため、複合交信かく乱剤の設置方法を検討する。  
   
［成果内容］  
１．複合交信かく乱剤を毎年連続してナシ園に設置することで、シンクイムシ類・ハマキムシ類 
の誘引阻害が安定して図られる（第１表）。  
２．５月初旬に１ha規模のナシ園へコンフューザーＮ150本/10aを設置すると、モモシンクイガ 
及びハマキムシ類の誘引阻害に有効な成分量は９月まで維持されるが（データ略）、ナシヒメシ 
ンクイの誘引阻害に有効な成分量は８月上旬まで維持されない。５月初旬（100本/10a）と７月 
中旬（50本/10a）に分けて設置すると、ナシヒメシンクイの誘引阻害に有効な成分量が８月下 
旬まで維持される。５月初旬と７月中旬に100本/10aづつ設置すれば、有効な成分量が９月 
前半まで延長される（第１図）。  
３．コンフューザーＮを５月初旬（100本/10a）と７月中旬（50本/10a）に分けて設置すると、９月 
初旬まではナシ園内でナシヒメシンクイの交尾阻害率が高いが、10月初旬にはほとんどその 
効果が見られない（第２表）。  
４．１ha以上のナシ園に、コンフューザーＮ150本を5月初旬および７月中旬に10ａ当たり２回 
に分けて設置すると、供試３、４年目にはシンクイムシ類・ハマキムシ類防除薬剤のうち３～４ 
剤程度と殺ダニ剤２～３剤を削減しても、幸水～豊水収穫時期までシンクイムシ類・ハマキム 
シ類の果実被害を抑制できる（第３表）。特に、夏秋期の殺虫剤をハダニ類の天敵に影響の少 
ない薬剤に変えることで、殺ダニ剤を削減できる。  
５．以上のことから、コンフューザーＮは１ha以上にまとまったナシ園で使用し、５月初旬と７月 
中旬に100本/10aづつ設置する。  
   
［留意事項］ナシ園周辺に無防除のナシ園やバラ科の食樹があると、ナシ園の果実被害が増 
加するのでこれらについても防除を徹底する。  
   
［普及対象地域］県下全域  
［行政上の措置］  
［普及状況］ 
［成果の概要］  

 
部 門 

 
 病 害 虫 

 
対 象 

 
    普 及 

 
課題名：複合交信かく乱剤コンフューザーＮによるナシのシンクイムシ類・ハマキムシ類
の防除技術 

 
［要約］ナシ用交信かく乱剤コンフューザーＮ200本/10aを、１ha以上のナシ園に５月初旬
と７月中旬の２回に分けて設置すると、シンクイムシ類・ハマキムシ類の交信かく乱に有
効なフェロモン成分量が９月中旬まで維持できる。 
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